
産地パワーアップ事業の取組事例 （北海道）

取組の概要

取組の概要 ：スイートコーンに係る契約栽培の推進
計画作成主体：千歳市地域農業再生協議会
対象品目 ：スイートコーン（産地面積：112.1㏊）
主な取組主体：ＪＡ道央千歳加工専門部会
成果目標 ：契約栽培の割合10%以上の増加かつ

50％以上
助成金の活用：生産支援事業
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H30年度〉

契約栽培面積：95.5ha
生産数量：1,146t
○共同利用機械の導入により作業面積を
拡大し、契約栽培の拡大を図る。

契約栽培面積：84.2ha
生産数量：1,010t

事業効果

85.12％

75.11％

Ｈ27年度 Ｈ30年度

○ 共同利用機械の導入により、ス
イートコーンの収量の増加及び品質
の向上・平準化が図られる。

○ このことにより、契約栽培の割合
の増加につながり、スイートコーン
の産地強化を実現。

推進体制

地域の関係者（千歳市地域農業再
生協議会、千歳市、道央農業協同組
合、石狩農業改良普及センター、農
業関係者等）が一体となり、事業を
推進。

共同利用機械（ハーベス
ター）を増台することによ
り、スイートコーンの収量
の増加及び品質の向上・平
準化等を図り、契約栽培の
割合10%以上の増加かつ50%
以上を実現。

地域における独自の取組

○ ＪＡ道央千歳加工専門部会は、
栽培方法（技術講習会）や品種選
定に関する研究及び作付出荷統制
の検討を行い統一的な生産を実施。

○ 道央農業協同組合や石狩農業改
良普及センター等は、適期作業等
による収量の増加や品質の向上に
向けた技術指導を実施。

〈主な取組〉

＋10.01％

地区の概要

～スイートコーンの契約栽培率～

北海道
千歳市
千歳市全域


